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第2章実験および評価方法
2．1実験装置および方法
実験に供したステンレス鋼管は,その内径が1mm以下と極端に小さく，かつ，
管長が500mmにわたる極細管である．研磨装置を設計するに当たって，特に次
の諸点に留意した．
(1)スラリーを往復動させる．
(2)溶媒と砥粒の懸濁が十分行える．
(3)管径や管長が変わっても対応できる．
上記の条件を考慮した上で開発した研磨装置の写真および概略図を図2．1，
2．2に示す．装置はエアーコンプレッサ（日立社製）①，直圧式増圧器(NBH-
3-60:太陽鉄工社製）④，カートリッジ⑤⑥，等から構成されている．
カートリッジA⑤にはイオン交換水中に砥粒を沈澱させたもの，カートリッ
ジB⑥にはイオン交換水のみがあらかじめ入れられている．カートリッジAに
挿入されている2本の管の内の1本は，管の低近くまで挿入されている．もう1
本の挿入管はカートリッジBに連結されている．カートリッジBに挿入されて
いる管の内の1本は直圧式増圧器に接続されている．試料となる細管は，図2．3
に示すようにカートリッジを固定するブロックの一端にゴム製のジグを介して接
続されており，ボルトの締めつけによって細管を固定することができる．
エアーコンプレッサーによって圧縮された空気の圧力はフィルターレギュレー
ター ②を介し5kgf/cm2(0.49Mpa)に調整され，一方の直圧式増圧器に流れ込み，
面積比によりプランジヤー 内の溶媒の圧力を110kgf/cm2(10.8MPa)まで加圧する．
加圧された溶媒は,ブロックを通り，カートリッジB→カートリッジAの順に流
れ込む．
ここでカートリッジAの内部は図2．4に示すように，細管側に接続されてい
る管が,カートリッジの底部近くまで挿入されているため,増圧器側より加圧さ
れて送られた溶媒は内部にあらかじめ沈澱させておいた砥粒とともに中央のステ
ンレス管を通り吸い上げられ，試料に流れ込む．このスラリーは，試料管内で非
常な高速流となり，溶媒中に懸濁している砥粒は内壁面に衝突し引っ掻き作用を
及ぼして研磨が営まれる．
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図37細管内面の光学顕微鏡写真
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